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５０．７．１現在

７ 月号

あ

る

け

あ

る

け

運

動

六
月
二
十
二
囗
、
午

前
九
時
か
ら
、
体
育
協

会
（
会
長
、
石
沢
多
佳

樹
）
主
催
の
第
一
回
あ

る
け
、
あ
る
け
運
動
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
出

発
点
の
佐
井
小
グ
ラ
ン

ド
に
は
、
二
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
百
四
十
人

が
参
加
し
矢
越
ガ
ン
カ

ケ
岩
の
、
匸
∵
一
ニ
キ
ロ

（
片
道
）
の
復
路
で
行

な
わ
れ
一
人
の
落
ご
者

も
な
く
楽
し
い
一
日
を

す
ご
し
ま
し
た
。
秋
に

も
開
く
予
定
で
す
か
ら

多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。



消
防
団
定
期
観
閲
式

行
な
わ
れ
る

六
月
二
十
六
日
、
佐
井
村
消
防
団
定

期
観
閲
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

模
技
演
習
で
は
、
い
つ
も
な
が
ら
の

迅
速
な
行
動
と
適
確
な
操
作
で
す
ぐ
放

水
さ
れ
関
係
者
を
喜
こ
ば
せ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
消
防
庁
長
官
表
彰

元
分
団
長

東
出

昇

元
団
員

松
本

定
雄

ク

故
小
林

忠
作

ク

舘
脇

誠
一

二
、
青
森
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長

池
田

保
雄

三
、
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
功

章

副
分
団
長

川
畑

寅
吉

部

長

横
浜

幸
吉

団

員

池
田

元

吉

永
年

勤
続

章
（
二
十
五
年
以
上
）

分
団

長

舘

脇

敏
雄

副

分
団
長

川
畑

寅

吉

部

長

宮
川

茂

”

舘
脇

博
二

班

長

中
村

昭
吉

団

員

舘
脇

純
一

”

中
村

竹
蔵

々

池
田

元
吉

永
年
勤
続
章
（

二
十
年
以
上
）

班

長

若
山

茂
喬

永
年
勤
続
章
（
十
五
年
以
上
）

団

員

石
黒

清
吾

永
年
勤
続
章
（
十
年
以
上
）

団
員

互

尸
要
『

山
本
輝
明
、

木
下

彦
雄
、
大
畑
清
栄
い

分
団
長

田
中
長
七
、
副
分
団

長

池
田
定

匸

部
長

大
石

義

匸

島
勇
一

班
長

大
坂
隆
、
副
分
団

長

内

藤
清
美
、
班
長

大
石

義
照

、、
団

員

大
石
公

之
、
大
石
実

、
細
間

勇
治
、
大
坂
守

雄
、
池
田

良
喜
、

大
石

光
明
、
滝
本

清
明
、
分
団

長

田
中

太
吉
、
副
分
団

長

坂
井

文

雄
、
部
長

田
中
長

次
郎

、
田
中

徳
太
郎
、
班
長

田
中
正

行
、
田

中
正

美
、
団

員

田
中

徳
助
、
坂

井

義
美
、
田
中

義
一

、
内

藤
久
志

田
中
忠

弘
、
田
中
正

、
分
団

長

坂
井
吾
一

、
部
長

竹
内

庄
次

郎

宮
部
房
雄
、
班
長

坂
井
三
郎

、

竹
内
重
雄
、
団
員

長
谷
川
福
一

坂
井
亮
一
、
野
村
勝
行
、
竹
内
光

雄
、
大
畑
義
隆
、
荒
川
昭
夫
、
浜

野
幸
雄

四
、
県
消
防
協
会
む
つ
下
北
支
部
長
表

彰支
部
長
章

副
分
団
長

畠
山

猛

”

川
岸

稔
武

ク

横
浜

正
一

々

万
谷

石
雄

々

川
畑

寅
吉

五
、
佐
井
村
長
表
彰

感
謝
状

磯
谷
部
落
、
長
後
部

落

（

屯

所

敷

地

提

供

）’

川
目

部

落

、
牛

滝

部

落

（

蛆一
火

災

）

六

、

佐
井

村

消

防

団

長

表

彰

表

彰

状

副

分
団

長

新

田

常

雄

班

長

新

田

好

右

衛

門

ク

東

出

幸

夫

団

員

横

浜

芳

男

ク

福

田

茂

ク

横

浜

仁

ク

福

田

秋

雄

ク

新

田

徳

広

”

横

浜

武

福祉バスが入りましたが
村では、社会福祉の向上をはかるため福祉バスの購入計画をた
てていましたか、このほど二十九人乗りのデラックスな福祉バス

が入りました。
福祉バスは、老人クラブや母子福祉会、身体障害者などの社会
福祉団体が、レクリエーションや各種大会に参加する時に利用さ
れるもめで購入費は二百五十万円で亥



大
間
高
校
振
興
会
が
発
足

七
月
九
日

、
大
間

高
校
振
興
会

が
発

足
し
ま
し
た

。
こ

れ
は

、
学
習
環
境
の

整
備
、
拡
充

、
バ
ス
通

学
生

徒
の
便
宜

保
全
、

校
風
発
場

の
た
め
の
補
助
育
成

そ

の
他

と
し

て
、
校
舎
落
成
式
典
、
開

校
記

念
式

典
を

含
み
こ

の
機
会

に
期
成

同
盟

の
役
員

に
も
出

席
し

て
労
苦

を
謝

す
（
予
定
十
月
下
旬
）
こ
と
で
、
ブ
ノ

バ
ー
は
、
三
ヶ
町
村
の
首
長
、
議
長
、

議
会
文
教
常
任
委
員
長
、
教
育
委
員
長

校
長
会
長
、
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
助
役

教
育
長
、
大
間
高
校
々
長
、
教
頭
、
大

間
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
大
間
高
校
後
援
会

長
で
す
。

特

別

弔

慰

金

の

支

給

に

つ

い

て

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
、
昭
和

五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
公

務
傷
病
等
で
死
亡
し
た
軍
人
、
軍
属
、

準
軍
属
等
の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
、
公
務
扶

助
料
等
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る
遣
族

が

い
な

い
場
合
は
、
特
別
弔

慰
金
二
十

万

円
（
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
者
は
申
請
手
続
き
を
要
し
ま
す

の
で
民
生
相
談
課
ま
で
お

い
で
下

さ
い
。

正

し

い

花

火

の

遊

び

方

に

つ

い

て

毎
年
、
花
火
に
よ
る
事
故
が
数
件
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
故

の
原
因

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
花
火
を

ぽ
ぐ
し
て
遊
ん
だ
り
、
遊
ぶ
場
所
が
悪

い
た
め
家
や
枯
草
に
火
が
つ
い
て
、
火

事
を
起
こ
し
た
り
怪
我
な

ど
は
、
そ
の

取
扱

い
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
大
部

分
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た

め
、
次
の
ル

ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花

火
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

１

、
花
火
に
書

い
て
あ
る
遊
び
方
を
良

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

２

、
花

火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
も

え
や
す

い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３

、
風
の
強

い
時
は
花

火
遊
び
を
や
め

４

、
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

５

、
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

６

、
吹
出

し
、
打
上

げ
な
ど
筒

物
花
火

は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を
の

ぞ
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

７

、
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
よ

う

に
し

ま
し

ょ
う

。

８

、
た
く
さ
ん
の
花
火

に
一
度
に
火
を

つ
け
る
こ

と
は
危

険
で
す
。

９

、
花
火
を

ぱ
ぐ

し
て
遊

ぶ
こ
と
は
、

危
険

な
の
で
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

佐
井

消
防
分
署

重 度 心 身 障 害 者 の 医 療 費 無 料 化 の 実 施

村では、重度心身障害者が必要とする医療を容易に受けられるようにするためその医療

費の一部を助成することにより自己負担の軽減並びにその療育の推進により福祉の増進を

図るものです。

１．対象者

イ、身体障害者福祉法による身体障害者手帳の交付を受け一級又は、二級に該当する者

口、青森県療育手帳＜愛護手帳＞の交付を受け「Ａ」に該当する者

２．助成の額

１の該当者で受給者証の交付を受けた者で公費負担額を控除した本人負担額を支払った

額に相当する額を助成します。

３．実施時期

昭和 ５０年６月１日以降分の診療について行います。

４．該当者は印鑑、身障及び受謾手帳等を持参の上民生相談課までおいで下さい。

ご み 等 の 無 断 投 棄 ７に つ い て

出 これまで、ごみ等の処理場として使用してきた「和山」については、６月１日から処

理場を廃止いたしましたので何人もこの場所にごみ等を絶対に捨てないで下さい。

〔２〕現在、不燃物処理場として使用しております「川目（岩沢）」については、環境保全

及び公衆衛生の向上を図るため整備いたしておりますので勝手にごみ等を捨てないで下

さい。

（３）（１）及び２）の場所以外でも勝手にごみ等を捨てた場合は、法の定めるところにより罰せ

られます。（２）の場所を利用したい方は必らず民生相談課へ相談下さい。

（４） 青森県警察本部では、不法投棄については厳重な取締を実施することになっておりま

すので不法投棄は絶対しないよう注意して下さい。

密 漁 防 止 の た め 巡 視 艇 を 配 置

密漁防止のため大間に海上保安部分室設置の運動をしてきたところ、この程度保安部で

は試験的に巡視艇を大間に配置し随時監視をすることになりました。短期間ですので町村

長、議長、漁組長は更に次の要望をしました。

① 短期では、困るので長期駐在にしてほしい。

② それが出来なければ。海上保安官を常時大間へ配置してほしい。

③ 分室設置を早期に要望する。

火 事 、 緊 急 の

場 合 は

１ １ ９ 番へ

佐井分署 電話 ２２６６



保

健

婦

だ

よ

り

脳
卒
中

、
心

臓
病
の
土
台
は

高
血
圧
、
動
脈
硬
化

成
人
病
の
う
ち
で
も
、

が
ん

に
つ
い

て
は
、
ま
だ
そ
の
原
因

が
は

っ
き
り
わ

か
っ
て

い
ま
せ
ん

が
、
脳

卒
中

、
心
臓

病
（
狭
心
症
、
心
筋
硬
塞
な

ど
）
は
、

高
血
圧
と
動
脈
硬
化

と
い
う

土
台

が
あ

っ
て
、
そ
の
土
台

に
何

か
の
き
っ
か
け

が
加
わ
っ
た
場
合

に
、
発
作

が
お
こ
り

や
す

い
の
で
す

。

で
す

か
ら
、
高
血
圧

、
動

脈
硬

化
が

ど
う

い
う
も

の
か
と
い
う

こ
と
を

知
り
、

そ

の
対

策
を
考
え

る
こ

と
が
、
ま
ず
た

い
せ
つ
で
す

。

そ
の
う
え
で
、

日
常
生
活
に
注
意
し
、

き
っ
か
け
が
お
こ

ら
な
い
よ

う
に
心
が

け
な
け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん

。

（Ｄ 已ヽ酉己や撩週奮

な ど の 精神 的緊 張

（②寒さや急激な
温度の変化のなかに 、
からだをさらすこと

（卵垂眠不足や
過労、急激な運埀力

（④ふとりすぎ
⑤塩分のとりすぎ

－ －－ ●（廊動 物 性 脂 肪 の

と り す ぎ
⑦酒、たばこの
‘ のみすぎ

戸

籍

の

窓

口

七
月
十
六
日
現
在

○
お
誕
生

お
め
で
と
う

坪

谷

麻
美
子
（
貞
雪
）
大
佐
井

奥

本

理

史
（
正

明
）
古
佐
井

鶴
ヶ

崎

敬

子
（

猛

）
古
佐
井

三

戸

裕
紀
子
（
斗
武
）
大
佐
井

宮

川

尚

美
（

尚

）
大
佐
井

田

中

由
紀
子
（

稔

）
大
佐
井

坂

井

美

晴
（
正
雄
）
吉
佐
井

田

中

秀

’
美
（
與
蔵
）
磯

谷

奥

本

和

美
（
定
信
）
大
佐
井

金

沢

卓

（
政
仁
）
大
佐
井

石

戸

伸

子
（
利
男
）
古
佐
井

樋

口

佳

美
（

潔

）
古
佐
井

舘

脇

忠

美
（
克
孝
）
矢

越

辻

政

信
（
順
平
）
大
佐
井

高

橋

さ
お
り
（
博
治
）
大
佐
＃

Ｏ
ご
結
婚
お
め
で
と
う

野

部

正

志
（
野

平
）

（
軽

部

愛

子
（
野

平
）

奥

谷

行

雄
（
青
森
市
）

（
田

中

い

ま
（
磯

谷
）

網

間

直

文
（
長

後
）

（
大

石

ス
ミ
子
（
長

後
）

井

上

明
（
大
和
恵

（
坂

井

隆

子
（
牛

滝
）

高

橋

孝
（
八
戸
也

（
中

村

和

子
（
矢

越
）

堺

優
（
京
都
也

（
川

畑

す
ま
子
（
矢

越
）

神

鉄

広
（
大
間
町
）

（
奥

本

さ
よ
子
（
大
佐
井
）

畠

中

寛
（
大
間
町
）

（
吉

田
。
邦

子
（
江
別
市
）

斉

藤

徹
（
青
森
恵

（
坂

井

聖

子
（
牛

滝
）

若

山

賢

一
（
古
佐
井
）

（
平

塚

や

え
（
川
口
市
）

瀬

原

昇
（
大
佐
井
）

（
嘔

汨

澄

子

へ
磯

谷
）

五
十
嵐

秋
丿
則
（
原

田

）

（
高

井

洋

子
（
古

佐
井

）

松

元

武

一
（
鹿
屋
市

）

（

佐
々
木

洋

子
（
古
佐
井

）

山

本

春

芳
（
福

浦

）

（

横

田

美
津
江
（
大
宮
恵

佐

賀

耕
太
郎
（
古

佐
井

）

（

山

田

裕

子
（

勝
央
町

）

中

尾

薫
（

堺

恵

（

大

堀

幸

子
（
古

佐
井

匸

横

浜

正

吉
（
古

佐
井

）

（

野

口

和

子
（

保
谷
市

）

若

山

一

昭
（
古
佐
井

）

（

伝

法

も
と
子
（
大
間
町

）

木

村

清

己
（
金
木
町

）

（

鹿

島

イ

ト
（
原

田

）

川

原

悦

男
（
古
佐
井

）

（

山

本

ノ

ブ
子
（
古
佐
井

）

上

山

芳

男
（
川

目

）

（

千

葉

啓

子

（
花
山
村

）

鹿

島

秋

夫
（
原

田

）

（

松

山

勝

子
（

大
間
町

）

文

尾

仁
（

大
和
町

）

（

福

田

ふ

さ
子
（
磯

箍
）

滝

本

良

昭
（
原

田

）

（

品

田

芳

子

（
古

佐
井

）

金

沢

正

吾
（

大
佐
井

）

（

大

見

知

里
（

安
城
市
）

渋

田

道

徳
（

む
つ
市
）

（

山

本

美

恵
（
古
佐
井

）

○

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岡

村

こ

と
（

広

）
大
佐
井

佐

賀

正
次
郎
（
正
尚

）
古
佐
井
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